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℃mm 千歳
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℃mm 上越（高田）

第３部 日本のさまざまな地域   第２章 日本の地域的特色 

３ 日本の気候 

〇日本の気候の特色 

日本の気候：本州・四国・九州は温帯、北海道が亜寒帯（冷帯）に属し、（ 四季 ）の変化が明らか 

→季節風の影響が見られる 

夏：太平洋上から暖かく湿った大気が運ばれる 

→夏に雨が多く降る 

冬：ユーラシア大陸から冷たく乾いた大気が運ばれる 

→日本海の上を吹くことで湿った風になり、日本海側では冬に雪が多く降る 

 

（ 梅雨★★）とは、日本列島で６月から７月頃にかけて雨の日が続く状態のこと 

→太平洋上の暖かい空気とオホーツク海上の冷たい空気がぶつかり、梅雨前線ができて長雨となる 

 

（ 台風★★）とは、赤道付近で発達して、東アジアなどに近づく移動性の熱帯低気圧のこと 

 

〇日本の気候区分 

日本の気候：気温・降水量などと月別の変化をもとに、六つの気候区に分けられる 

（ 北海道気候★★）とは、全般的に冷涼で、特に冬の寒さが厳しい気候のこと 

北海道気候  

【特徴】 

全般的に冷涼 

冬の寒さが厳しい 

梅雨の影響がほとんどない 

一年を通して降水量が少ない 

 

 

（ 日本海側の気候 ★★★）とは、冬に雪が多いという特色のある気候のこと 

日本海側の気候  

【特徴】 

本州の日本海側に分布 

北西の季節風が日本海の水分を含む 

→冬に雪が多く降る 

南東の季節風の風下になる 

→夏は乾燥した風が吹く 
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℃mm 名古屋
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℃mm 松本
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℃mm 岡山
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℃mm 那覇

（ 太平洋側の気候 ★★★）とは、冬は晴天が多く、夏は雨が多い気候のこと 

太平洋側の気候  

【特徴】 

本州・四国・九州の太平洋側に分布 

冬は季節風の風下になる 

→晴天の日が多い 

夏は季節風の影響で湿った風が吹く 

→雨が多く降る 

 

（ 内陸の気候 ★★）とは、一年を通して降水量が少ない気候のこと 

内陸の気候  

【特徴】 

中央高地に分布する 

季節風によって運ばれる水分が少ない 

→一年を通して降水量が少ない 

夏と冬の気温差が大きい 

昼と夜の気温差が大きい 

 

（ 瀬戸内の気候 ★★）とは、一年中温暖で降水量が少ない気候のこと 

瀬戸内の気候  

【特徴】 

瀬戸内海沿岸に分布する 

夏：季節風が四国山地にさえぎられる 

冬：季節風が中国山地にさえぎられる 

→一年中温暖で降水量が少ない 

 

 

（ 南西諸島の気候 ★★）とは、一年を通して雨が多く、秋の降水量も多い気候のこと 

南西諸島の気候  

【特徴】 

一年を通して降水量が多い 

台風の通り道にある 

→秋の降水量が多い 

沿岸に暖流の黒潮（日本海流）が流れている 

→冬も温暖となる 

 

 


